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三
一

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

は
じ
め
に

浄
土
宗
宗
祖
法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
、
以
下
、
全
て
の
尊
称
略
）
は
源
信
（
九
四
二
―
一
○
一
七
）
の
『
往
生
要
集
』
を
契

機
と
し
て
浄
土
門
に
入
っ
た
と
さ
れ（
１
）、

そ
の
説
に
は
『
往
生
要
集
』
が
多
く
引
用
さ
れ
る
。
福
𠩤
隆
善
氏
は
法
然
の
法
語
に
お
け
る
源

信
の
名
称
や
『
往
生
要
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
源
信
の
著
作
の
名
称
を
調
査
し
、
そ
の
総
数
五
八
の
用
例
を
、「
自
己
の
主
張
を
論
証

す
る
も
の
」
五
一
例
、「
主
張
の
相
違
を
示
す
も
の
」
五
例
、「
源
信
を
批
判
す
る
も
の
」
二
例
に
分
類
し
、
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
自
己
の
主
張
を
論
証
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
念
仏
や
名
号
の
功
徳
性
を
述
べ

る
と
こ
ろ
に
特
に
多
用
さ
れ
る
。
し
か
し
法
然
は
源
信
を
手
ば
な
し
で
善
導
と
同
じ
よ
う
に
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
明
確
に
主
張
の
ち
が
い
を
示
す
も
の
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
立
場
か
ら
か
え
っ
て
源
信
を
批
判
す
る
も
の
も
あ
る（
２
）。

法
然
が
源
信
を
用
い
る
際
は
ほ
と
ん
ど
が
法
然
と
同
じ
立
場
と
し
て
お
り
、
法
然
と
異
な
る
立
場
だ
と
す
る
用
例
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

法
然
が
文
治
六
（
一
一
九
○
）
年
（
法
然
五
八
歳
）
の
頃
に
東
大
寺
に
お
い
て
『
浄
土
三
部
経
』
の
講
説
を
行
っ
た
際
の
講
義
録
の
一

つ
と
さ
れ
る
『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
、
源
信
と
善
導
（
六
一
三
―
六
八
一
）・
法
然
と
の
違
い
を
示
す
数
少
な
い
用
例
が
あ
り
、
坪
井

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性
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俊
映
氏
や
齋
藤
蒙
光
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（
３
）。

一
方
、
法
然
の
複
数
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
に
は
内
容
の
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
箇
所
は
釈
書
の
成
立
順
序

を
判
断
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
議
論
で
は
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
用
例
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
『
無
量
寿
経
釈
』
の
説
示
を
起
点
と
し
て
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
成
立
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
内
容
の

矛
盾
と
い
う
点
に
検
討
を
加
え
た
い
。
さ
ら
に
、
法
然
に
お
い
て
複
数
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
が
並
存
し
て
い
た
可
能
性
と
、
そ
の
よ

う
な
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

一
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
成
立
に
お
け
る
課
題

法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書
は
、『
往
生
要
集
釈
』（
以
下
、『
釈
』
と
略
）、『
往
生
要
集
詮
要
』（
以
下
、『
詮
要
』
と
略
）、『
往
生

要
集
料
簡
』『
往
生
要
集
略
料
簡
』
の
四
つ
が
現
存
し
て
お
り（
４
）、

そ
れ
ら
の
成
立
順
序
に
つ
い
て
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る（
５
）。

そ

の
中
で
林
田
康
順
氏
は
『
釈
』
→
『
詮
要
』
の
成
立
順
序
を
提
唱
し（
６
）、『
釈
』
及
び
『
詮
要
』
に
お
け
る
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
つ
い

て
、
後
世
の
加
筆
に
よ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る（
７
）。「
惣
結
要
行
」
と
い
う
の
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
五
助
念
方
法
の
第
七
「
惣
結
要
行
」

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
「
往
生
の
要
」
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

問
。
上
ノ
諸
門
ノ
中
ニ
所
レ
陳
ル
既
多
ケ
レ
ト
モ
、
未
レ
知
ラ三
何
ン
ノ
業
カ
爲
ル二
コ
ト
ヲ
往
生
ノ
要
ト一
。
答
。
大
菩
提
心
ト
、
護
ル二
ト
三
業
ヲ一
、
深
ク
信
シ
、

至
シレ
テ
誠
、
常
ニ
念
セレ
ハ
佛
、
隨
ヒレ
願
、
決
定
シ
テ
生
セ二
ン
極
樂（
８
）ニ一

。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
説
か
れ
た
往
生
行
の
中
で
「
往
生
の
要
」
は
何
か
と
い
う
問
に
対
し
て
、
①
大
菩
提
心
と
②
三
業
を
護
る
こ

と
と
③
深
く
信
じ
④
誠
を
至
し
て
⑤
常
に
⑥
仏
を
念
ず
る
な
ら
ば
⑦
願
に
随
っ
て
、
決
定
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
と
い
う
七
法
を
答
え



一
三
三

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
惣
結
要
行
」
に
つ
い
て
法
然
は
二
通
り
の
解
釈
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、『
釈
』
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
「
惣

結
要
行
」
を
『
往
生
要
集
』
の
正
意
と
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。

先
ツ
發
シ二
縁
事
ノ
大
菩
提
心
ヲ一
、
次
ニ
持
テ二
十
重
ノ
木
叉
一
、
以
テ㆓
深
信
ト
至
誠
ト一
ヲ
、
常
ニ
稱
シ二
彌
陀
ノ
名
號
ヲ一
、
隨
テレ
願
ニ
、
決
定
シ
テ
得
ヘ二
シ
往

生
ヲ一
。
是
レ
則
、
此
ノ
集
ノ
正
意
ナ
リ
也（
９
）。

ま
た
一
方
で
、「
惣
結
要
行
」
を
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
と
す
る
解
釈
も
残
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
『
釈
』
に
お
け
る
次
の

よ
う
な
説
示
で
あ
る
。

云
フ二
大
菩
提
心
、
護
三
業
、
深
信
、
至
誠
、
常
、
念
佛
、
隨
願
、
決
定
往
生
極
樂
ト一
。
此
レ
尚
ヲ
准
シレ
テ
問
ニ
雖
レ
尋
ト二
要
否
ヲ一
、
是
レ
且
ク

助
念
門
ノ
意
ナ
リ
也
。
非
二
此
ノ
集
ノ
正
意
ニ一
ハ
也
（
（1
（

。

『
釈
』
で
は
後
者
の
立
場
と
し
て
「
要
ト
ハ
者
、
約
二
念
佛
ノ
一
行
ニ一
勸
進
ス
ル
文
、
是
ナ
リ
也
（
（1
（

」
と
述
べ
、
大
文
第
四
正
修
念
仏
の
第
四
「
観

察
門
」
や
大
文
第
八
念
仏
証
拠
の
文
言
に
よ
っ
て
、
念
仏
を
勧
め
る
説
示
を
『
往
生
要
集
』
の
正
意
と
す
る
。
特
に
法
然
は
大
文
第
八

念
仏
証
拠
に
お
い
て
諸
行
と
相
対
し
て
念
仏
を
勧
め
る
点
に
注
目
し
て
い
る
。

林
田
氏
は
二
つ
の
「
惣
結
要
行
」
解
釈
の
中
、
前
者
の
解
釈
を
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
呼
び
、
後
者
の
解
釈
を
「
惣
結
要
行
Ａ
釈
」
と
呼
ぶ
。

『
釈
』
や
『
詮
要
』
に
お
け
る
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
つ
い
て
林
田
氏
は
、
後
世
の
加
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、

形
式
面
及
び
前
後
の
説
示
と
解
釈
が
矛
盾
す
る
と
い
う
内
容
面
を
挙
げ
て
い
る
（
（1
（

。
松
岡
法
之
氏
は
林
田
氏
の
立
場
を
さ
ら
に
進
め
て
、

法
然
の
『
往
生
要
集
』
観
と
い
う
見
方
に
お
い
て
は
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
→
『
要
集
釈
』（
Ａ
釈
の
み
）
→
『
詮
要
』（
惣
結
要

行
釈
な
し
）
と
い
う
順
序
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
正
に
助
念
仏
か
ら
但
念
仏
へ
と
関
心
の
重
き
が
移
っ
て
い
く
過
程
、『
往
生

要
集
』
の
念
仏
か
ら
善
導
の
念
仏
へ
と
傾
倒
し
て
い
く
過
程
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
（1
（

と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
松
岡
氏
は
四
釈
書
の
成
立
年
代
に
関
し
て
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『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
か
ら
三
部
経
講
説
、『
選
択
集
』
へ
と
い
う
流
れ
の
中
に
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
（
聖
意
）
に
裏
付
け
ら
れ
た

称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
を
、
思
想
、
信
仰
の
深
ま
り
と
共
に
確
信
し
て
い
く
過
程
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

則
ち
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
を
、『
選
択
集
』
以
後
は
固
よ
り
、
三
部
経
講
説
以
後
の
法
然
が
著
し
た
と
す
る
に
は
首
肯
し
得
な

い
所
以
で
あ
る
（
（1
（

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
か
ら
「
惣
結
要
行
Ａ
釈
」
へ
の
過
程
に
つ
い
て

特
に
Ａ
釈
と
Ｂ
釈
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
な
矛
盾
す
る
記
述
は
、
法
然
の
中
で
そ
の
こ
と
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
そ
う
し
た
思
想
の
変
化
に
要
す
る
時
間
的
な
経
過
を
内
包
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
（
（1
（

と
考
察
し
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
→
「
惣
結
要
行
Ａ
釈
」
へ
の
変
化
に
時
間
的
隔
た
り
を
含
め
て
い
る
。

次
の
章
に
お
い
て
詳
説
す
る
が
『
無
量
寿
経
釈
』
で
は
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
当
た
る
説
示
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

三
部
経
講
説
よ
り
前
に
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
→
『
要
集
釈
』（
Ａ
釈
の
み
）
→
『
詮
要
』（
惣
結
要
行
釈
な
し
）
と
い
う
順
序
で
、
し
か

も
そ
こ
に
時
間
的
な
経
過
を
含
ん
で
『
往
生
要
集
』
釈
書
が
成
立
し
た
と
す
る
松
岡
氏
の
説
は
、
十
分
な
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
（
（1
（

。
し
か
し
松
岡
氏
が
述
べ
る
「
時
間
的
な
経
過
」
と
い
う
観
点
は
注
目
に
値
す
る
。
松
岡
氏
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、「
惣

結
要
行
Ａ
釈
」
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
が
同
時
期
に
存
在
し
た
可
能
性
は
果
た
し
て
無
い
の
だ
ろ
う
か
。
法
然
の
『
往
生
要
集
』
釈
書

で
は
様
々
な
解
釈
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
釈
書
の
成
立
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
異
な
る
解
釈
の
間
に
時
間
的
な
隔

た
り
が
あ
る
の
か
否
か
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
で
も
っ
て
『
無
量
寿
経
釈
』
の
説
示
を
見
て
い
く
。
底
本
に
つ
い
て
は

寛
永
九
年
版
の
も
の
を
用
い
る
が
、
そ
も
そ
も
『
無
量
寿
経
釈
』
を
は
じ
め
『
観
無
量
寿
経
釈
』・『
阿
弥
陀
経
釈
』
を
合
わ
せ
た
現
存

の
『
三
部
経
釈
』
に
は
新
層
と
古
層
が
あ
り
、
法
然
の
主
著
で
あ
る
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
岸
一
英
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
つ
い
て
は
復
元
さ
れ
た
古
層
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
（
（1
（

、『
無
量
寿
経
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法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

釈
』
に
お
い
て
は
岸
氏
に
よ
っ
て
如
何
な
る
箇
所
が
新
層
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
古
層
の
全
容
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
岸
氏
の
論
稿
に
基
づ
い
て
筆
者
が
古
層
だ
と
判
断
し
た
箇
所
を
用
い
る
（
（1
（

。

二
、『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
の
立
場

『
無
量
寿
経
釈
』
で
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
四
釈
書
に
お
け
る
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
当
た
る
説
示
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
三
輩
の
文
に
つ
い
て
、
念
仏
往
生
に
①
但
念
仏
往
生
、
②
助
念
仏
往
生
、
③
但
諸
行
往
生
（
（2
（

の
三
つ
が
あ
る

と
し
、
そ
の
②
助
念
仏
往
生
は
①
同
類
の
善
根
と
②
異
類
の
善
根
に
よ
っ
て
念
仏
を
助
成
す
る
と
分
類
し
た
中
の
②
異
類
の
善
根
に
つ

い
て
の
説
示
で
あ
る
。

二
ニ
異
類
ノ
善
ト
者
、
是
レ
往
生
要
集
ノ
意
―
也
。
彼
ノ
集
ノ
中
ニ
立
テ二
十
門
ヲ一
、
釋
ス二
念
佛
往
生
ヲ一
。
且
ク―
其
ノ―
中
ノ
第
四
ハ
正
修
念
佛
、
第

五
ハ
助
念
方
法
ナ
リ
。〈
云
云
〉
正
修
念
佛
ト
者
、
此
ニ
有
二
五
念
門
一
。
其
ノ―
中
ノ
第
四
觀
察
門
ハ
、
正
ク―
是
レ
念
佛
門
也
。〈
云
云
〉
助
念

方
法
ニ
有
レ
七
。
其
ノ
七
ト
者
。〈
云
云
〉
且
ク
第
七
ノ
惣
結
要
行
ニ
、
問
テ
云
ク
、「
上
諸
門
中
」
等
。〈
云
云
〉
此
ノ
義
ハ
即
、
似
タ二
リ
今
ノ

經
ノ
意
ニ一
。
此
ハ―
即
、
以
テ二
異
類
ノ
善
根
ヲ一
、
助
―二
成
ス
ル
念
佛
ヲ一
也
。
彼
ノ
集
ノ
意
、
以
レ
助
二
念
佛
ヲ一
、
爲
二
決
定
往
生
ノ
業
ト一
。〈
云
云
（
（2
（

〉

こ
こ
で
は
「
惣
結
要
行
」
を
挙
げ
、『
往
生
要
集
』
の
意
は
助
念
仏
を
決
定
往
生
業
と
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
正
し
く
四

釈
書
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
同
じ
立
場
で
あ
る
と
言
え
る
（
（2
（

。

一
方
で
、
福
𠩤
氏
が
示
し
た
通
り
多
く
の
説
示
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
釈
』
で
は
善
導
と
同
じ
立
場
と
し
て
『
往

生
要
集
』
を
用
い
て
い
る
。
次
の
箇
所
は
、
善
導
の
義
を
中
国
や
日
本
の
諸
師
に
依
っ
て
補
助
す
る
と
い
う
説
示
で
あ
る
。

五
ニ
日
本
ノ
源
信
ニ
有
二
二
ノ
意
一
。
一
ニ
ハ
三
重
ノ
問
答
、
二
ニ
ハ
專
修
等
。〈
立
二
十
門
一
、
專
明
二
念
佛
往
生
一
、
捨
二
諸
行
ヲ一
。
云
云
〉
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其
ノ―
中
ニ
至
テ二
第
八
門
ニ一
、
相
―ニ
對
シ
テ
念
佛
ト
諸
行
ト一
ヲ
、
有
二
三
番
ノ
問
答
一
。
後
日
ニ
可
レ
釋
レ
之
ヲ
。
是
レ―
則
チ
、
捨
テ二
テ
諸
行
ヲ一
取
ル二
念

佛
ヲ一
、
取
捨
ノ
意
―
也
。
次
ニ
至
二
第
十
門
ニ一
、
亦
タ
有
二
十
門
ノ
料
簡
一
。
謂
ク
極
樂
ノ
依
正
、
乃
至
第
十
ノ
助
道
ノ
人
法
也
。
其
ノ―
中
ニ
、

第
二
ノ
往
生
ノ
階
位
ノ
中
ニ
、
有
二
二
ノ
問
答
一
。
以
テ二
善
導
ノ
專
雜
二
修
ノ
義
ヲ一
、
問
答
シ
決
擇
ス
。
其
ノ
問
答
、
別
ニ
書
スレ
之
ヲ
、
可
シレ
見
。

故
ニ―
知
ヌ
。
惠
心
ノ
意
、
始
ニ
ハ
於
テ二
二
行
ニ一
論
シ二
取
捨
ヲ一
、
次
ニ
ハ
用
ル二
善
導
ノ
得
失
ノ
義
ヲ一
。〈
云
云
（
（2
（

〉

こ
こ
で
は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
八
念
仏
証
拠
の
問
答
や
大
文
第
十
問
答
料
簡
の
第
二
「
往
生
階
位
」
に
お
い
て
善
導
『
往
生
礼
讃
』

を
引
用
す
る
箇
所
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
解
説
さ
れ
る
念
仏
は
、「
諸
行
を
捨
て
て
念
仏
を
取
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
行

に
よ
る
助
け
を
必
要
と
し
な
い
念
仏
で
あ
り
、
但
念
仏
を
指
し
て
い
る
と
言
え
る
（
（2
（

。
そ
も
そ
も
『
無
量
寿
経
釈
』
で
述
べ
ら
れ
る
善
導

の
念
仏
と
い
う
の
は
但
念
仏
で
あ
り
、
諸
行
に
よ
る
助
け
を
必
要
と
し
な
い
念
仏
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
善
導
を
「
補
助
す
る
」
と
い
う

源
信
の
念
仏
も
ま
た
諸
行
に
よ
る
助
け
を
必
要
と
し
な
い
念
仏
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
い
て
法
然
は
、『
往
生
要
集
』
の
念
仏
に
つ
い
て
、
但
念
仏
だ
と
い
う
解
釈
と
助
念
仏
だ
と
い

う
解
釈
の
両
方
を
説
い
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
こ
れ
は
、『
往
生
要
集
』
の
念
仏
と
善
導
の
念
仏
が
同
じ
か
異
な
る
か
と
い
う
両
方

の
立
場
を
説
い
て
い
る
と
も
言
え
、
い
ず
れ
に
し
て
も
相
反
す
る
二
つ
の
解
釈
が
『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
異
な
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
並
存
の
可
能
性

前
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
異
な
る
立
場
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
が
並
存
し
て
い
る
（
（2
（

。
異
な
る
立
場
が
同
じ

書
物
に
並
存
す
る
用
例
は
、
福
𠩤
氏
の
論
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

よ
う
に
「
十
七
條
御
法
語
」
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
『
往
生
要
集
』

の
念
仏
に
関
し
て
「
善
導
與
二
惠
心
一
相
違
義
事
（
（2
（

」
と
も
「
善
導
ト
一
同
也
（
（2
（

」
と
も
在
り
、
善
導
に
対
し
て
二
種
の
立
場
が
示
さ
れ
て
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法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

い
る
（
（3
（

。
そ
も
そ
も
法
然
の
説
法
に
お
い
て
、
一
念
・
多
念
や
信
・
行
な
ど
、
両
立
し
が
た
い
説
示
は
散
見
さ
れ
る
（
（3
（

。
法
然
に
お
い
て
異

な
る
立
場
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
言
え
る
。

ま
た
『
往
生
要
集
』
の
念
仏
に
つ
い
て
異
な
る
解
釈
が
同
時
期
に
並
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
理
解
の

全
体
像
が
複
数
の
立
場
に
よ
る
解
釈
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
異
な
る
釈
書
間
に
お
け
る
解
釈
に
お
い
て

も
例
外
で
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
但
念
仏
・
助
念
仏
と
い
う
互
い
に
対
立
す
る
解
釈
で
さ
え
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
相
対
関
係
に
な
い
解
釈
は
、
な
お
さ
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
釈
』
や
『
詮
要
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
解
釈
（
例

え
ば
『
釈
』
に
お
け
る
「
広
・
略
・
要
」
解
釈
（
（3
（

や
『
詮
要
』
に
お
け
る
観
想
念
仏
と
称
名
念
仏
を
相
対
し
て
称
名
念
仏
を
選
ぶ
解
釈
（
（3
（

）

が
あ
り
、
そ
う
し
た
別
々
の
釈
書
に
お
け
る
異
な
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
が
同
一
の
時
期
に
説
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
（
（3
（

。
こ
の
観
点
に
関
連
し
て
坪
井
俊
映
氏
は
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
関
係
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
往
生
要
集
詮
要
』
一
巻
に
は
別
行
本
は
な
く
、
そ
の
内
容
主
意
は
『
往
生
要
集
釈
』
一
巻
と
同
じ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
論
述

の
焦
点
が
異
な
っ
て
い
る
。『
詮
要
』
で
は
「
正
修
念
仏
門
」
に
説
く
称
念
（
三
想
）
説
が
中
心
で
あ
り
、『
要
集
釈
』
は
「
助
念

方
法
門
」
に
説
く
「
総
決
要
行
釈
」
に
中
心
点
が
あ
っ
て
、
解
説
す
る
部
分
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
か
さ
ん
と
す
る
意

図
は
同
一
で
あ
る
（
（3
（

。

坪
井
氏
は
『
釈
』
と
『
詮
要
』
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
立
場
を
見
出
し
て
お
り
、
両
書
が
異
な
る
観
点
か
ら
『
往
生
要
集
』
を
解
釈

す
る
も
の
だ
と
い
う
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
往
生
要
集
』
で
は
持
戒
や
菩
提
心
も
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
菩
提
心
に
つ
い
て
は
大
文
第
四
正
修
念
仏
の
第
三
「
作

願
門
」
で
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
（
（3
（

。
さ
ら
に
そ
の
全
体
の
構
成
を
見
れ
ば
、
大
文
第
五
助
念
方
法
の
第
七
「
惣
結
要
行
」
を
中
心
と
し

た
助
念
仏
を
説
く
書
で
あ
り
（
（3
（

、
ま
た
念
仏
に
つ
い
て
も
観
想
念
仏
を
中
心
に
説
き
、
そ
れ
に
堪
え
ら
れ
な
い
者
に
称
名
念
仏
を
勧
め
る
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と
い
う
形
式
で
あ
る
（
（3
（

。
そ
の
こ
と
は
大
文
第
五
助
念
方
法
の
冒
頭
に
「
一
目
之
羅
ハ
不
レ
能
レ
得
レ
鳥
ヲ
。
萬
術
ヲ
以
助
ケ二
觀
念
ヲ一
、
成
セ二
ヨ
往

生
ノ
大
事
（
（3
（

ヲ一
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
『
往
生
要
集
』
の
念
仏
に
対
し
て
、「『
往
生
要
集
』

は
善
導
や
法
然
の
説
く
専
修
念
仏
（
或
は
但
念
仏
）
と
同
じ
く
称
名
念
仏
を
勧
め
る
の
だ
」
と
主
張
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
主
張
を
成
立
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
複
数
の
釈
書
に
亘
る
複
数
の
観
点
か
ら
の
解
釈
が
必
要
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
（4
（

。『
釈
』

に
お
け
る
「
広
・
略
・
要
」
解
釈
は
、『
往
生
要
集
』
が
勧
め
る
の
は
諸
行
を
伴
う
助
念
仏
で
は
な
く
た
だ
念
仏
だ
け
で
あ
る
こ
と
を

示
し
（
（4
（

、『
詮
要
』
に
お
け
る
解
釈
で
は
、
観
想
念
仏
で
は
な
く
称
名
念
仏
が
本
意
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
観
点
（
（4
（　

か
ら
解
釈
す
る
こ
と
で
、『
往
生
要
集
』
の
念
仏
と
善
導
・
法
然
の
念
仏
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
固
と
し
て
主
張
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

法
然
の
『
往
生
要
集
』
理
解
が
複
数
の
立
場
か
ら
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、『
釈
』
と
『
詮
要
』
の
説
示
は
、
思
想
の

変
遷
に
よ
っ
て
新
し
い
解
釈
が
古
い
解
釈
に
取
っ
て
替
わ
っ
た
と
い
う
見
方
だ
け
で
な
く
、
い
ず
れ
の
解
釈
も
存
続
し
て
法
然
の
『
往

生
要
集
』
解
釈
を
形
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
釈
書
の
み
が
最
終
的
な
法
然
の
『
往
生

要
集
』
解
釈
だ
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
は
複
数
の
釈
書
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
は
法
然
の
『
往
生
要
集
』
解
釈
を
受
容
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
視
点
だ
と
考
え
る
。

四
、『
無
量
寿
経
釈
』
と
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
成
立
と
の
関
連
性

ま
た
坪
井
氏
は
『
往
生
要
集
』
の
講
述
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

法
然
の
名
声
が
ひ
ろ
く
世
の
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
帰
依
者
、
門
人
が
で
き
た
の
は
大
体
、
上
人
五
十
八
歳
頃
、
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法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

即
ち
東
大
寺
に
お
け
る
『
浄
土
三
部
経
』
講
説
の
頃
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
、
も
し
、
諸
伝
記
の
伝
え
る
ご
と
き
『
往
生

要
集
』
の
講
述
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、「
三
部
経
講
説
」
即
ち
五
十
八
歳
以
後
の
こ
と
と
考
え
た
い
（
（4
（

。

坪
井
氏
は
、
こ
の
『
往
生
要
集
』
の
講
述
が
『
釈
』
で
あ
る
と
し
、
他
の
釈
書
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
推
察
し
て
い
る
。

法
然
の
『
往
生
要
集
』
に
関
す
る
一
群
の
釈
書
の
成
立
に
つ
い
て
推
論
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
然
が
後
白
河
法
皇
の
仙
洞
に
お
い
て
、

『
往
生
要
集
』
を
講
述
さ
れ
た
と
き
の
講
録
（
往
生
要
集
釈
）
を
、
後
に
な
っ
て
門
人
が
、
そ
の
要
点
と
思
わ
れ
る
部
分
を
そ
れ

ぞ
れ
筆
写
し
て
別
本
と
し
た
も
の
が
『
往
生
要
集
大
綱
』、
同
『
略
料
簡
』、
同
『
料
簡
』
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
仙
洞
に
お
け
る
講
説
の
の
ち
に
、
再
び
門
人
達
に
講
説
さ
れ
た
も
の
が
『
詮
要
』
で
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
（
（4
（

。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
釈
』
や
『
詮
要
』
と
い
っ
た
釈
書
は
、『
三
部
経
釈
』
以
後
に
説
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
（4
（

。『
釈
』

や
『
詮
要
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
も
し
坪
井
氏
の
説
に
依
る
な
ら
ば
、『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
の
説
示
が
『
往
生

要
集
』
釈
書
に
お
い
て
相
反
す
る
二
つ
の
解
釈
が
説
か
れ
る
要
因
を
説
明
し
得
る
こ
と
か
ら
、『
往
生
要
集
』
釈
書
に
お
い
て
「
惣
結

要
行
Ａ
釈
」
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
は
当
初
か
ら
並
存
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
（
（4
（

。
す
な
わ
ち
、
法
然
は
『
無
量
寿
経
釈
』

の
講
説
に
お
い
て
『
往
生
要
集
』
に
対
し
て
二
つ
の
立
場
を
説
い
て
お
り
、
そ
の
『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
講
説
を
行
う
な
ら
ば
、
当

然
、『
無
量
寿
経
釈
』
で
言
及
し
た
二
つ
の
立
場
に
つ
い
て
の
解
説
を
求
め
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
（
（4
（

。
特
段
の
説
明
も
な
く
「
惣
結
要

行
Ａ
釈
」
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
立
場
が
述
べ
ら
れ
る
『
往
生
要
集
』
釈
書
は
一
見
す
る
と
矛
盾
を
孕
ん
だ
も

の
で
あ
り
、
林
田
氏
に
は
「
一
書
の
中
に
も
関
わ
ら
ず
、「
要
集
」
へ
の
解
釈
の
矛
盾
が
露
呈
し
て
し
ま
う
（
（4
（

」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
二
つ
の
立
場
の
説
示
を
踏
ま
え
て
『
往
生
要
集
』
を
解
説
し
た
も
の
だ
か
ら
だ
と
理
解

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
解
釈
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

（
（4
（

。
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ま
と
め

本
検
討
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
を
示
し
た
。

法
然
の
『
無
量
寿
経
釈
』
で
は
『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
の
二
つ
の
異
な
る
立
場
が
説
か
れ
て
い
る
。
法
然
の
全
体
的
な
『
往
生
要

集
』
解
釈
は
複
数
の
立
場
に
よ
る
解
釈
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
『
往
生
要
集
』
釈
書
に
お
け
る
様
々
な
立
場
の
解
釈
は
、
単
に
思
想
の
変
遷
に
よ
っ
て
新
た
に
置
き
換
わ
っ
た
と
い

う
見
方
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
並
存
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
複
数
の
立
場
が
説
か
れ
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
講
説
を
踏
ま
え
て
講
述
さ
れ
た
の
が
『
往
生
要
集
』

釈
書
で
あ
る
と
理
解
す
れ
ば
、
現
存
の
四
釈
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
内
容
の
矛
盾
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

註（
１
）　
「
一
期
物
語
」（『
昭
法
全
』
四
三
七
頁
十
一
行
）。

（
２
）　

福
𠩤
隆
善
「
法
然
に
お
け
る
源
信
教
学
の
受
容
と
展
開
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　

法
然
浄

土
教
の
総
合
的
研
究
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
○
○
二
年
）
一
八
〇
頁
。

（
３
）　

先
学
の
指
摘
は
、
後
述
の
用
例
を
挙
げ
る
際
に
記
す
。

（
４
）　

こ
れ
ら
は
古
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
も
の
を
指
す
。
他
に
新
本
『
漢
語
燈
録
』
に
所
収
の
『
往
生
要
集
大
綱
』
と
い
っ
た
釈
書
も
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
義
山
（
一
六
四
八
―
一
七
一
七
）
に
よ
る
大
幅
な
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
本
稿
で
は
基
本
的
に
扱
わ
な
い
。



一
四
一

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

（
５
）　

南
宏
信
氏
は
先
行
研
究
を
整
理
し
、
諸
説
を
ま
と
め
た
表
を
提
示
し
て
い
る
（
南
宏
信
「
法
然
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
六
義
に
つ
い
て
」

（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三
四
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
六
年
）
十
四
頁
）。

（
６
）　

林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一

九
九
五
年
）
一
二
五
頁
。

（
７
）　

こ
の
論
に
先
立
っ
て
平
雅
行
氏
が
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』（
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）
二
○
八
頁
の
註
に
お
い
て
、
論
証
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
加
筆
増
補
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
８
）　
『
浄
全
』
十
五
・
一
○
八
頁
上
一
行
。
た
だ
し
「
要
ヲ
」
と
な
っ
て
い
る
送
り
仮
名
を
諸
本
に
依
っ
て
「
要
ト
」
と
し
た
。

（
９
）　
『
昭
法
全
』
二
三
頁
十
三
行
。
た
だ
し
、
善
照
寺
本
を
底
本
と
し
た
。
こ
の
他
に
『
詮
要
』（『
昭
法
全
』
九
頁
十
七
行
）、『
往
生
要
集
料
簡
』

（『
昭
法
全
』
十
二
頁
七
行
）
に
も
述
べ
ら
れ
る
。

（
10
）　
『
昭
法
全
』
二
一
頁
七
行
。
こ
の
他
に
『
往
生
要
集
料
簡
』（『
昭
法
全
』
十
二
頁
十
一
行
）、『
往
生
要
集
略
料
簡
』（『
昭
法
全
』
十
五
頁
十
行
）

に
も
述
べ
ら
れ
る
。

（
11
）　
『
昭
法
全
』
二
四
頁
四
行
。
た
だ
し
「
約
」
と
な
っ
て
い
る
訓
点
を
諸
本
に
依
っ
て
「
約
二
」
と
し
た
。

（
12
）　

林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
―
助
念
方
法
門
、
惣
結
要
行
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
法
然
上
人
研
究
』
第
五
号
、

法
然
上
人
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）
六
、
七
頁
。

（
13
）　

松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第
五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
○
一
四
年
）
三
○
一
頁
。

（
14
）　

松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第
五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
○
一
四
年
）
三
○
二
頁
。

（
15
）　

松
岡
法
之
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
諸
釈
書
の
成
立
と
展
開
」（『
浄
土
学
』
第
五
一
輯
、
浄
土
学
研
究
会
、
二
○
一
四
年
）
二
九
八
頁
。

（
16
）　

こ
れ
に
つ
い
て
既
に
齋
藤
蒙
光
氏
が
『
無
量
寿
経
釈
』
に
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
に
相
当
す
る
内
容
が
説
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
齋



一
四
二

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

藤
蒙
光
「
法
然
上
人
の
『
往
生
要
集
』
観
に
つ
い
て
―
「
往
生
要
集
詮
要
」
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
論
叢
』
第
五
八
号
、
浄
土
宗
、
二
○

一
四
年
）
一
六
六
頁
、
齋
藤
蒙
光
「
法
然
上
人
の
『
往
生
要
集
』
観
―
『
選
択
集
』
第
三
・
四
章
を
中
心
に
―
」（
藤
本
淨
彦
先
生
古
稀

記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
法
然
仏
教
の
諸
相
』
法
蔵
館
、
二
○
一
四
年
）
四
九
六
頁
）。

（
17
）　

岸
一
英
「『
逆
修
説
法
』
と
『
三
部
経
釈
』」（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念　

浄
土
宗
典
籍
研
究　

研
究
篇
』

同
朋
舎
、
一
九
八
八
年
）
一
二
八
頁
。

（
18
）　

岸
一
英
「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
復
元
本
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
第
五
四
号
、
浄
土
宗
教
学
院
、
二
○
一
○
）。

（
19
）　

た
だ
し
、
古
層
の
範
囲
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
古
層
解
明
に
つ
い
て
岸
氏
の
論
稿
以
上
の
進
展
が
見
ら
れ
た
場
合
、

本
稿
で
挙
げ
る
箇
所
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
20
）　
「
但
諸
行
往
生
」
に
つ
い
て
、
寛
永
九
年
版
・
承
応
三
年
版
に
は
そ
の
科
文
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
「
但
念
仏
往
生
」
と
「
助
念
仏
往
生
」

の
二
意
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
徳
五
年
版
（『
昭
法
全
』
八
八
頁
十
二
行
）
や
聖
聡
（
一
三
六
六
―
一
四
四
○
）
の
『
大
経
直
談
要
註
記
』

巻
一
に
所
収
の
『
無
量
寿
経
釈
』（『
浄
全
』
十
三
・
十
九
頁
上
三
行
）
に
は
三
意
が
説
か
れ
て
い
る
。
岸
氏
が
「
寛
永
・
承
応
版
で
は
但

諸
行
を
脱
し
て
二
意
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
古
活
字
版
等
の
三
意
が
文
脈
よ
り
し
て
も
正
し
い
」（
岸
一
英
「『
無
量
寿
経
釈
』
古
層

の
復
元
―
『
三
部
経
釈
』
の
研
究
（
二
）―
」（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

東
洋

の
歴
史
と
文
化
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
○
四
年
）
五
二
○
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
以
後
に
お
け
る
「
亦
た
、
諸
行
往
生
の
義
有
り
」

（『
昭
法
全
』
九
○
頁
十
四
行
。
原
漢
文
）、「
此
の
三
義
に
付
き
て
傍
正
を
論
ず
。
但
念
佛
を
以
て
正
と
爲
、
餘
の
二
を
傍
と
爲
」（『
昭
法
全
』

九
○
頁
十
六
行
。
原
漢
文
）、「
上
の
助
念
及
び
諸
行
を
廢
し
て
、
但
念
佛
を
明
す
」（『
昭
法
全
』
九
一
頁
八
行
。
原
漢
文
）、「
諸
行
を
廢

し
て
但
念
佛
に
歸
す
る
な
り
。
助
行
、
猶
を
之
を
廢
す
。
況
や
但
諸
行
を
や
」（『
昭
法
全
』
九
一
頁
十
七
行
。
原
漢
文
）
等
の
文
言
か
ら

判
断
す
る
と
、
も
と
も
と
「
但
諸
行
往
生
」
の
項
目
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。



一
四
三

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

（
21
）　
『
昭
法
全
』
八
九
頁
十
三
行
。（
試
訳
：
二
に
異
類
の
善
根
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
『
往
生
要
集
』
の
意
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
の
中

に
は
十
門
〔
の
大
文
〕
を
立
て
て
、
念
仏
往
生
を
解
釈
す
る
。
と
り
あ
え
ず
そ
の
中
の
第
四
は
正
修
念
仏
で
あ
り
第
五
は
助
念
方
法
で
あ
る
。

〈
云
云
〉〔
大
文
第
四
の
〕
正
修
念
仏
に
は
五
念
門
が
あ
る
。
そ
の
中
の
第
四
の
観
察
門
は
正
し
く
念
仏
門
で
あ
る
。〈
云
云
〉〔
大
文
第
五
の
〕

助
念
方
法
に
は
七
つ
項
目
が
あ
る
。
そ
の
七
つ
と
は
。〈
云
云
〉
と
り
あ
え
ず
そ
の
第
七
の
惣
結
要
行
に
、「
上
の
諸
門
の
中
で
」
な
ど
と

問
う
て
言
う
こ
と
に
。〈
云
云
〉
こ
の
意
味
は
今
の
『
無
量
寿
経
』
の
意
図
に
似
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
異
類
の
善
根
に
よ
っ
て
念
仏

を
助
成
す
る
の
で
あ
る
。『
往
生
要
集
』
の
意
は
、
念
仏
を
助
け
る
こ
と
を
決
定
往
生
の
業
と
す
る
。〈
云
云
〉）
た
だ
し
、
こ
の
箇
所
に

つ
い
て
は
、
前
掲
の
福
𠩤
氏
の
論
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
岸
一
英
氏
に
よ
る
と
「
但
念
・
助
念
・
但
諸
行
の
三
往
生
義
の
説
が
『
三

部
経
釈
』
古
層
の
説
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
続
く
い
わ
ゆ
る
廃
立
・
助
正
・
傍
正
は
古
層
に
は
認
め
ら
れ
な
い
」（
岸
一
英
「『
無
量
寿
経

釈
』
古
層
の
復
元
―
『
三
部
経
釈
』
の
研
究
（
二
）―
」（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文

集　

東
洋
の
歴
史
と
文
化
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
○
四
年
）
五
二
一
頁
）
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
箇
所
は
こ
の
中
の
「
助
念
」
の
説
示

で
あ
る
こ
と
か
ら
古
層
に
属
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
角
野
玄
樹
氏
も
、
そ
の
論
稿
に
お
い
て
新
層
・
古
層
を
考
慮
し
た
上
で
当
該
箇
所
を

古
層
と
し
て
用
い
て
い
る
（
角
野
玄
樹
「
法
然
教
学
に
お
け
る
但
念
仏
と
専
修
念
仏
と
の
相
違
」（『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー

紀
要
』
第
二
号
、
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
六
年
）
七
頁
）。

（
22
）　

こ
の
用
例
に
つ
い
て
、
坪
井
俊
映
氏
は
「
こ
の
助
念
仏
往
生
の
考
え
は
善
導
に
お
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
教
説
」
と
述
べ
、
源
信

と
善
導
の
差
異
を
指
摘
す
る
（
坪
井
俊
映
「
法
然
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
の
受
容
と
展
開
―
特
に
『
浄
土
三
部
経
釈
』、『
選
択
集
』
を

中
心
と
し
て
―
」（
往
生
要
集
研
究
会
編
『
往
生
要
集
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
七
年
）
三
○
五
頁
）。
ま
た
、
齋
藤
蒙
光
氏
は
「「
総

結
要
行
」
Ｂ
釈
と
同
様
に
、
助
念
仏
往
生
こ
そ
が
、『
往
生
要
集
』
の
本
意
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
齋
藤
蒙
光
「
法

然
上
人
の
『
往
生
要
集
』
観
―
『
選
択
集
』
第
三
・
四
章
を
中
心
に
―
」（
藤
本
淨
彦
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
法
然
仏
教
の



一
四
四

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

諸
相
』
法
蔵
館
、
二
○
一
四
年
）
四
九
六
頁
）。
ま
た
別
の
論
稿
で
は
「
少
な
く
と
も
三
部
経
講
説
の
時
点
で
、
法
然
は
助
念
佛
が
『
要
集
』

の
正
意
だ
と
す
る
考
え
を
捨
て
き
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
」
と
述
べ
、「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
同
じ
だ
と
捉
え
て
い
る
（
齋
藤
蒙
光
「
法

然
上
人
の
『
往
生
要
集
』
観
に
つ
い
て
―
「
往
生
要
集
詮
要
」
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
論
叢
』
第
五
八
号
、
浄
土
宗
、
二
○
一
四
年
）
一

六
六
頁
）。

（
23
）　
『
昭
法
全
』
八
六
頁
十
四
行
。（
試
訳
：
五
に
日
本
の
源
信
に
は
二
つ
の
意
が
あ
る
。
一
つ
に
は
三
重
の
問
答
、
二
つ
に
は
専
修
等
で
あ

る
。〈
十
門
を
立
て
て
専
ら
念
仏
往
生
を
説
き
、
諸
行
を
捨
て
る
。
云
云
〉
そ
の
（『
往
生
要
集
』
の
）
中
の
〔
大
文
〕
第
八
〔
念
仏
証
拠
〕

門
で
は
、
念
仏
と
諸
行
と
を
相
対
し
て
、
三
つ
の
問
答
が
あ
る
。
後
日
に
こ
れ
を
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
諸
行
を
捨
て
て
念
仏
を
取

る
、
取
捨
の
意
図
で
あ
る
。
次
に
〔
大
文
〕
第
十
〔
問
答
料
簡
〕
門
に
は
ま
た
十
の
問
答
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、〔
第
一
の
〕「
極
楽
の
依
正
」

か
ら
第
十
の
「
助
道
の
人
法
」
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
中
の
第
二
の
「
往
生
の
階
位
」
の
中
に
二
つ
の
問
答
が
あ
る
。
善
導
の
専
修
・
雑
修

の
二
修
の
義
に
よ
っ
て
、
問
答
し
、
決
定
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
問
答
は
別
に
記
す
の
で
見
る
が
よ
い
。
故
に
わ
か
る
だ
ろ
う
。
源

信
の
意
は
、
初
め
に
は
（
念
仏
と
諸
行
の
）
二
行
に
お
い
て
取
捨
を
論
じ
、
次
に
は
善
導
の
得
失
の
義
を
用
い
て
い
る
。〈
云
云
〉）

（
24
）　

こ
の
用
例
に
つ
い
て
、
坪
井
俊
映
氏
は
「
源
信
の
『
往
生
要
集
』
は
善
導
の
教
え
を
指
南
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
諸
行
を

捨
て
て
念
仏
の
専
修
を
説
く
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
坪
井
俊
映
「
法
然
上
人
の
南
都
に
お
け
る
『
浄
土
三
部
経
』
講
説
の

立
場
に
つ
い
て
―
天
台
黒
谷
沙
門
源
空
と
し
て
―
」（
戸
松
啓
真
教
授
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
戸
松
教
授
古
稀
記
念　

浄
土
教
論
集
』

大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
四
○
三
頁
）。
ま
た
別
の
論
稿
に
お
い
て
「
法
然
に
よ
る
と
源
信
の
『
往
生
要
集
』
は
善
導
の
教
え
を
指

南
と
し
て
述
作
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、『
往
生
要
集
』
が
説
く
念
仏
を
す
べ
て
称
名
と
解
し
、
善
導
が
念
仏
の
専
修
を
説
い
て
雑
行
雑
修

を
捨
て
る
と
同
じ
よ
う
に
『
往
生
要
集
』
も
「
捨
レ
雑
取
レ
専
」
意
あ
り
と
説
く
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
坪
井
俊
映
「
法
然
に
お
け
る
『
往

生
要
集
』
の
受
容
と
展
開
―
特
に
『
浄
土
三
部
経
釈
』、『
選
択
集
』
を
中
心
と
し
て
―
」（
往
生
要
集
研
究
会
編
『
往
生
要
集
研
究
』
永



一
四
五

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

田
文
昌
堂
、
一
九
八
七
年
）
三
○
二
頁
）。
ま
た
『
詮
要
』
に
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
問
答
料
簡
の
第
二
「
往
生
階
位
」
を
引
用
し

て
専
雑
二
修
を
解
釈
す
る
と
い
う
、
こ
の
用
例
に
類
似
し
た
説
示
が
あ
り
、
林
田
氏
は
『
詮
要
』
に
お
け
る
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、「
Ｂ

釈
中
の
文
言
に
は
、（
中
略
）
専
修
重
視
の
姿
勢
と
は
程
遠
い
」
と
し
て
法
然
が
「
往
生
階
位
」
か
ら
専
雑
二
修
を
解
釈
す
る
内
容
と
「
惣

結
要
行
Ｂ
釈
」
と
は
「
解
釈
の
矛
盾
が
露
呈
し
て
し
ま
う
」
と
述
べ
る
（
林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
―
助
念

方
法
門
、
惣
結
要
行
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
法
然
上
人
研
究
』
第
五
号
、
法
然
上
人
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）
七
頁
）。

（
25
）　

法
然
は
善
導
の
念
仏
に
つ
い
て
も
、
助
念
仏
往
生
や
但
諸
行
往
生
を
認
め
て
い
る
。
助
念
仏
往
生
に
つ
い
て
は
、
前
の
用
例
の
異
類
の

善
根
の
対
と
な
る
項
目
で
あ
る
、
助
念
仏
往
生
の
中
の
同
類
の
善
根
の
説
示
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
善
導
の
五
種
正
行
を
指
し
て
「
前
に

善
導
の
専
修
正
行
の
中
の
助
念
、
是
れ
な
り
。
前
に
委
し
く
申
し
了
ん
ぬ
」（『
昭
法
全
』
八
九
頁
十
三
行
。
原
漢
文
）
と
説
い
て
い
る
。

ま
た
但
諸
行
往
生
に
つ
い
て
は
、
但
諸
行
往
生
に
つ
い
て
述
べ
た
後
「
加
之
、
善
導
『
観
経
の
疏
』
に
「
復
有
三
種
衆
生
」
の
文
を
釈
す
。

粗
ぼ
此
の
義
を
見
た
り
〈
云
云
〉」（『
昭
法
全
』
九
○
頁
五
行
。
原
漢
文
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
説
示

に
お
い
て
「
但
念
仏
を
以
て
正
意
と
為
」（『
昭
法
全
』
九
○
頁
十
六
行
。
原
漢
文
）
と
述
べ
て
お
り
、
善
導
の
正
意
は
あ
く
ま
で
但
念
仏

で
あ
る
。
た
だ
し
、
岸
一
英
氏
に
よ
る
『
無
量
寿
経
釈
』
の
新
層
・
古
層
の
説
（
岸
一
英
「『
無
量
寿
経
釈
』
古
層
の
復
元
―
『
三
部
経
釈
』

の
研
究
（
二
）―
」（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

東
洋
の
歴
史
と
文
化
』
山
喜
房

佛
書
林
、
二
○
○
四
年
）
五
二
〇
頁
）
に
依
る
な
ら
ば
、
こ
の
文
言
が
指
し
て
い
る
「
前
」
の
善
導
の
五
種
正
行
を
述
べ
る
箇
所
自
体
が

新
層
と
な
り
、「
善
導
の
専
修
正
行
の
中
の
助
念
」
や
同
類
の
善
根
の
説
示
そ
の
も
の
に
対
し
て
疑
義
が
生
じ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
選

択
本
願
念
仏
集
』
と
の
一
致
箇
所
を
削
除
し
つ
つ
も
岸
氏
が
「
善
導
か
ら
の
引
用
文
の
み
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ

れ
る
」（
岸
一
英
「『
無
量
寿
経
釈
』
古
層
の
復
元
―
『
三
部
経
釈
』
の
研
究
（
二
）―
」（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
佐

藤
成
順
博
士
古
稀
記
念
論
文
集　

東
洋
の
歴
史
と
文
化
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
○
四
年
）
五
二
○
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
古
層
を
単
純



一
四
六
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に
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
善
導
の
義
を
中
国
や
日
本
の
諸
師
に
依
っ
て
補
助
す
る
」
項
目
に
お
け
る
珍
海
（
一
○
九
二
―
一
一
五
二
）

に
お
け
る
説
示
に
お
い
て
も
「
善
導
の
前
の
文
に
依
り
て
、
傍
に
諸
行
を
述
ぶ
と
雖
も
、
正
し
く
は
念
佛
往
生
を
用
ゐ
る
」（『
昭
法
全
』

八
七
頁
四
行
。
原
漢
文
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
善
導
の
引
用
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
26
）　

異
な
る
『
往
生
要
集
』
観
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
南
宏
信
氏
は
『
釈
』
に
つ
い
て
「
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
立
場
は
『
要
集
釈
』

（『
要
集
鈔
』）
自
身
の
中
に
も
確
認
で
き
る
」
と
法
然
の
『
往
生
要
集
』
観
に
複
数
の
立
場
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
南
氏

の
論
で
は
、『
釈
』
は
「
複
数
の
断
片
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
あ
る
時
期
に
ま
と
め
ら
れ
て
ひ
と
つ
の
『
要
集
釈
』（『
要
集
鈔
』）

な
る
も
の
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
二
つ
の
立
場
が
同
一
時
期
に
並
存
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
（
南
宏
信
「『
往

生
要
集
釈
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三
五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
三
頁
）。
ま
た
齋
藤

蒙
光
氏
は
、「
三
部
経
講
説
の
当
時
、
法
然
の
『
要
集
』
観
に
は
幅
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
（
齋
藤
蒙
光
「
法
然
上
人

の
『
往
生
要
集
』
観
に
つ
い
て
―
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
と
三
部
経
講
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
四
○
号
、
知
恩
院
浄

土
宗
学
研
究
所
、
二
○
一
四
年
）
七
二
頁
）、
ま
た
「
そ
の
当
時
の
法
然
の
『
要
集
』
観
に
は
幅
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
四
釈
書
の

内
容
の
相
違
が
そ
の
ま
ま
成
立
の
順
序
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
よ
り
厳
密
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
（
齋

藤
蒙
光
「
法
然
上
人
の
『
往
生
要
集
』
観
に
つ
い
て
―
「
往
生
要
集
詮
要
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
論
叢
』
第
五
八
号
、
浄
土
宗
、
二
○
一

四
年
）
一
六
七
頁
）。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
本
検
討
で
扱
う
箇
所
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
法
然
が
複
数
の
考
え
方
を
内
包
し
て

い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
註
で
触
れ
た
よ
う
に
、
法
然
は
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
い
て
、『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
善
導

の
念
仏
往
生
の
立
場
に
お
い
て
も
複
数
の
考
え
方
を
認
め
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
27
）　

福
𠩤
隆
善
「
法
然
に
お
け
る
源
信
教
学
の
受
容
と
展
開
」（
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　

法
然
浄

土
教
の
総
合
的
研
究
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
○
○
二
年
）
一
六
七
頁
。



一
四
七

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

（
28
）　
『
昭
法
全
』
四
七
一
頁
十
七
行
。

（
29
）　
『
昭
法
全
』
四
七
二
頁
四
行
。

（
30
）　

十
七
條
御
法
語
に
お
け
る
二
面
性
つ
い
て
は
、
南
宏
信
氏
（
南
宏
信
「『
往
生
要
集
釈
』
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』

第
三
五
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
二
二
頁
）
や
齋
藤
蒙
光
氏
（
齋
藤
蒙
光
「
法
然
上
人
の
『
往
生
要
集
』
観
―
『
選
択
集
』

第
三
・
四
章
を
中
心
に
―
」（
藤
本
淨
彦
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
法
然
仏
教
の
諸
相
』
法
蔵
館
、
二
○
一
四
年
）
四
八
八
頁
）

が
触
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
松
岡
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
異
な
る
解
釈
に
お
け
る
時
間
的
経
過
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
異
な
る
条
目
の
法
語

を
同
一
の
時
期
の
も
の
と
し
て
扱
う
に
は
更
な
る
検
討
が
必
要
に
な
る
。

（
31
）　

法
然
の
説
法
の
特
徴
に
つ
い
て
福
𠩤
隆
善
氏
は
「
法
然
は
臨
終
の
際
に
善
知
識
に
遇
う
と
か
、
正
念
に
住
す
る
と
か
、
来
迎
の
問
題
な

ど
、
誠
に
柔
軟
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
い
ず
れ
か
一
方
に
決
定
す
る
と
、
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
往
生
は
不
定
に
な
る
と
い

う
不
安
が
先
行
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
念
仏
一
つ
で
仏
の
願
力
に
乗
じ
て
成
就
す
る
と
い
う
心
の
問
題
を
重
視
す

る
立
場
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
善
人
悪
人
、
一
念
多
念
、
信
行
、
平
生
臨
終
な
ど
い
ず
れ
に
お
い
て
も
同
様
で
片
方
を
強
調

す
る
こ
と
を
避
け
、
た
だ
念
仏
こ
そ
救
済
さ
れ
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
（
福
𠩤
隆
善
「
法
然
に
お
け
る
生
死
の
問
題
」（
福

𠩤
隆
善
編
『
八
百
年
遠
忌
記
念
法
然
上
人
研
究
論
文
集
』
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）
二
七
頁
）、
一
見
す
る
と
矛
盾
す

る
よ
う
な
対
立
概
念
が
説
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
両
方
を
説
く
意
図
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
に
つ
い
て

齋
藤
蒙
光
氏
が
検
討
し
て
い
る
（
齋
藤
蒙
光
「
法
然
の
和
語
文
献
に
お
け
る
矛
盾
的
表
現
に
つ
い
て
」（『
東
海
仏
教
』
第
六
一
号
、
東
海

印
度
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
六
年
））。

（
32
）　
『
昭
法
全
』
十
九
頁
八
行
。

（
33
）　
『
昭
法
全
』
五
頁
十
七
行
。
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（
34
）　

先
学
に
お
い
て
四
釈
書
の
成
立
順
序
の
研
究
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
順
序
を
論
証
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
じ
内
容
に
対
す
る
説

示
の
差
異
に
注
目
し
て
成
立
順
序
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
釈
』
や
『
詮
要
』
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
特
異
な
解
釈
に
つ
い
て
、
そ

れ
ら
の
順
序
が
検
討
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
同
時
期
に
説
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
服
部
正
穏
氏
が
『
釈
』
と
『
詮
要
』
の
成
立
順
序
を
考
察
す
る
中
で
、『
詮
要
』
に
は
「「
惣
結
要
行
」
は
『
往
生
要
集
』
の
正
意

で
は
な
い
」
と
述
べ
る
文
言
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
非
正
意
説
が
詮
要
に
は
な
く
釈
以
下
の
も
の
に
は
あ
る
。
こ
の
非
正
意
説
は
法
然

の
要
集
観
の
中
心
思
想
が
七
種
助
念
か
ら
専
修
念
仏
へ
と
移
行
し
て
行
く
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
重
要
な
思
想
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
詮
要
に
は
見
え
な
い
」（
服
部
正
穏
「
法
然
の
『
要
集
』
末
疏
成
立
に
関
し
て
」（『
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
八
号
、

東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
、
一
九
八
三
年
）
九
三
頁
）
と
し
て
『
詮
要
』
→
『
釈
』
の
成
立
順
序
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
異

な
る
解
釈
間
の
順
序
を
考
察
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、「「
惣
結
要
行
」
は
『
往
生
要
集
』
の
正
意
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
文
言
自
体

は
な
い
も
の
の
、『
詮
要
』
に
お
け
る
「
合
」
解
釈
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、「
惣
結
要
行
」
を
『
往
生
要
集
』
の
正
意
と
し
な
い
解
釈
で
あ
る
。

（
35
）　

坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
―
伝
統
と
自
証
に
つ
い
て
―
』（
隆
文
館
、
一
九
八
二
年
）
二
○
四
頁
。

（
36
）　
「
作
願
門
」
は
さ
ら
に
①
「
菩
提
心
行
相
」、
②
「
利
益
」、
③
「
料
簡
」
と
項
目
を
分
け
て
解
説
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
五
念
門
で
あ
る
「
礼

拝
門
」、「
讃
歎
門
」
や
「
廻
向
門
」
に
こ
の
よ
う
な
項
目
分
け
は
な
い
。
ま
た
分
量
に
お
い
て
も
、
他
の
三
門
は
『
浄
土
宗
全
書
』
の
頁

数
で
一
、
二
頁
程
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
作
願
門
」
は
実
に
十
頁
も
説
か
れ
て
い
る
（
念
仏
を
説
く
「
観
察
門
」
は
八
頁
で
あ
る
。
た
だ
し
、

念
仏
に
関
す
る
説
示
は
『
往
生
要
集
』
全
体
に
述
べ
ら
れ
る
た
め
、「
観
察
門
」
が
念
仏
に
関
す
る
説
示
の
す
べ
て
で
は
な
い
）。

（
37
）　

実
際
、「
惣
結
要
行
」
で
は
、「
往
生
の
要
」
は
何
な
の
か
と
い
う
問
答
を
設
け
て
、
そ
れ
ま
で
に
説
い
た
往
生
行
の
ま
と
め
を
述
べ
て
い
る
。

（
38
）　

大
文
第
四
正
修
念
仏
の
第
四
「
観
察
門
」
で
は
「
別
相
観
」、「
惣
相
観
」
を
説
い
た
後
の
「
雑
略
観
」
に
お
い
て
「
若
有
ラレ
ハ
不
レ
堪
レ
觀
二

念
ス
ル
ニ
相
好
ヲ一
、
或
依
リ二
歸
命
ノ
想
ニ一
、
或
依
リ二
引
攝
ノ
想
ニ一
、
或
依
テ二
往
生
ノ
想
ニ一
、
應
ニ二
一
心
ニ
稱
念
ス一
」（『
浄
全
』
十
五
・
八
五
頁
下
七
行
）



一
四
九

法
然
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
『
往
生
要
集
』
解
釈
の
二
面
性

と
述
べ
ら
れ
る
。

（
39
）　
『
浄
全
』
十
五
・
八
八
頁
上
十
一
行
。（
試
訳
：
一
つ
の
網
目
の
網
で
は
鳥
を
捕
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多
く
の
方
法
に
よ
っ
て
観

念
を
助
け
、
往
生
と
い
う
大
事
を
成
就
し
な
さ
い
。）

（
40
）　

こ
の
よ
う
に
『
往
生
要
集
』
を
複
数
の
視
点
か
ら
解
釈
す
る
姿
勢
は
、
良
忠
（
一
一
九
九
―
一
二
八
七
）
の
『
往
生
要
集
義
記
』
に
も

み
ら
れ
る
。『
往
生
要
集
』
の
序
分
「
依
念
仏
一
門
」
に
つ
い
て
の
解
説
に
お
い
て
「
總
テ
而
言
ハレ
ハ
之
ヲ
諸
行
ヲ
不
レ
要
ト
セ
、
觀
稱
ヲ
爲
レ
要
ト
。

別
シ
テ
而
言
ハレ
之
ヲ
觀
ヲ
不
レ
要
ト
セ
、
稱
ヲ
爲
レ
要
ト
也
」（『
浄
全
』
十
五
・
一
六
五
頁
下
一
行
）
と
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
良
忠
は
『
往

生
要
集
』
に
つ
い
て
、
諸
行
念
仏
相
対
と
称
名
観
想
相
対
と
い
う
二
つ
の
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定

し
て
い
る
。

（
41
）　

た
だ
し
筆
者
は
「
広
・
略
・
要
」
解
釈
だ
け
で
な
く
そ
の
前
に
説
か
れ
る
「
合
」
解
釈
を
も
関
連
さ
せ
て
諸
行
念
仏
相
対
を
説
く
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
拙
稿
「
法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
四
八
号
、

佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
二
○
年
）
参
照
）。

（
42
）　

上
述
の
解
釈
の
他
、『
釈
』
や
『
詮
要
』
で
は
、『
往
生
要
集
』
大
文
第
十
問
答
料
簡
の
第
二
「
往
生
階
位
」
で
善
導
『
往
生
礼
讃
』
が

引
用
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
の
解
釈
等
が
共
通
し
て
説
か
れ
る
。

（
43
）　

坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
―
伝
統
と
自
証
に
つ
い
て
―
』（
隆
文
館
、
一
九
八
二
年
）
二
○
二
頁
。

（
44
）　

坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
―
伝
統
と
自
証
に
つ
い
て
―
』（
隆
文
館
、
一
九
八
二
年
）
二
○
五
頁
。

（
45
）　

た
だ
し
、
坪
井
氏
は
『
往
生
要
集
大
綱
』
等
の
新
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
釈
書
に
つ
い
て
、
義
山
に
よ
る
校
訂
が
批
判
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、「
義
山
が
改
訂
し
た
目
的
は
上
述
の
よ
う
に
、
宗
典
の
普
及
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
難
澁
な
文
章
を
訂
正
し
、

意
味
を
明
確
に
す
る
た
め
に
補
記
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
さ
ら
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
上
人
の
述
作
と
さ
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど



一
五
〇

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

門
人
の
筆
録
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
初
め
よ
り
数
種
の
異
本
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
義
山
は
体
裁
を
異

に
し
、
ま
た
内
容
の
不
充
分
と
思
わ
れ
る
も
の
を
比
較
校
訂
し
、
内
容
を
増
広
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
祖
意
を
明
確
に
せ
ん
と
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
義
山
の
校
訂
を
無
下
に
排
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
―
伝
統
と
自
証
に
つ

い
て
―
』（
隆
文
館
、
一
九
八
二
年
）
三
一
頁
）
と
述
べ
、『
往
生
要
集
』
釈
書
に
つ
い
て
は
「『
往
生
要
集
釈
』
と
別
行
の
三
本
（
大
綱
、

略
料
簡
、
料
簡
）
と
の
関
係
を
考
え
る
に
、
初
め
に
上
人
が
講
述
さ
れ
た
『
往
生
要
集
釈
』
な
る
書
が
あ
っ
て
、
そ
の
部
分
が
別
行
し
て
、

現
存
の
ご
と
き
『
大
綱
』、『
略
料
簡
』、『
料
簡
』
な
る
短
篇
の
も
の
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」（
坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教

の
研
究
―
伝
統
と
自
証
に
つ
い
て
―
』（
隆
文
館
、
一
九
八
二
年
）
一
九
○
頁
）
と
新
本
『
漢
語
燈
録
』
所
収
の
釈
書
を
法
然
在
世
当
時

の
も
の
だ
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

（
46
）　

た
だ
し
、
形
式
面
に
お
い
て
は
や
は
り
林
田
氏
等
が
指
摘
す
る
よ
う
に
課
題
が
あ
る
。
も
し
複
数
の
考
え
方
を
表
明
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
○

○
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
に
は
○
○
、
二
つ
に
は
○
○
」
と
い
っ
た
形
式
や
「
○
○
。
或
は
○
○
」
と
い
っ
た
言
葉
を
伴
っ
て
述
べ
ら
れ
る

の
が
普
通
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
47
）　

ま
た
或
は
『
無
量
寿
経
釈
』
に
お
け
る
説
示
を
前
提
と
し
て
東
大
寺
講
説
の
前
後
に
、『
往
生
要
集
』
に
関
す
る
解
釈
を
ま
と
め
た
手

控
書
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
往
生
要
集
』
釈
書
の
成
立
の
背
景
に
『
無
量
寿
経
釈
』
が
想
定
さ
れ
得
る
。

（
48
）　

林
田
康
順
「
法
然
上
人
『
往
生
要
集
』
四
釈
書
の
研
究
―
助
念
方
法
門
、
惣
結
要
行
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
法
然
上
人
研
究
』
第
五
号
、

法
然
上
人
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）
五
頁
。

（
49
）　

筆
者
は
『
釈
』
に
お
け
る
「
広
」
解
釈
と
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
と
の
関
連
性
か
ら
、『
釈
』
に
お
け
る
「
惣
結
要
行
Ｂ
釈
」
が
後
世
の

加
筆
で
は
な
い
可
能
性
も
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
（
拙
稿
「
法
然
『
往
生
要
集
釈
』
に
お
け
る
合
・
広
・
略
・
要
の
関
連
性
」（『
佛

教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
四
八
号
、
佛
教
大
学
大
学
院
、
二
〇
二
○
年
）
九
頁
）。




